
 

 

教科名〔 芸術 〕 
科 目 名 単 位 数 学年・組 担 当 者 名 
音楽Ⅲ 2単位 3年音楽選択者 ＊ 

１ 学習の到達目標等 

学習の到達目標 

①器楽演奏・歌唱・鑑賞などを通して、音楽をより身近なものにする。 
②音楽によって生活を明るく豊かなものにする心を育てる。 
③音楽の歴史をふまえ、現在の音楽について考える力を身につける。 
⑤アンサンブルを通じて、人と協力し生きてゆく力を身につける。 

使用教科書・副教材等 
教育芸術社『Joy  of  Music』  
プリント教材 

２ 学習計画及び評価法等 
評価の観点の 
ポイント 

学
期 学習内容 月 学習のねらい 

備考 
１．学習活動の

特記事項 
２．副教材の使

用など 
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査
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歌唱 
 
 
 
 
器楽アンサンブル（リコーダー） 

４

・

５ 

・１・２年次の既習曲を用いて、歌うことの

楽しさを感じるとともに、新しい仲間と音楽

を通してクラス作りをする。 
 
 
・ソプラノ・アルトを用いたリコーダー４重

奏において、ハーモニーの美しさを感じると

ともに、合奏の基礎をつくる。 

 

第

１

学

期

中

間

考
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○ 
 
 
 
 
○ 

○

 
 
 
 
○

 
 
 
 
 
○

 

第

１

学

期 

合唱 
 
 
器楽アンサンブル（リコーダー） 
 
 
 
鑑賞 

5
・

６

・

７ 
・ 
8 

・声によるハーモニーづくりの基礎を身につ

ける。 
 
・グループでリコーダーアンサンブルに取り

組み、曲の構成や曲想にも目を向け、表現の

工夫を目指す。 
 
・楽曲の種類や演奏形態についての理解を深

め、それぞれの特徴や魅力を感じる。 
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学

期

期

末

考
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○ 

○

 
 
○

○

 
 
○

 
 
 
 
 
 
 
○



 

 

合唱 
 
 
 
器楽アンサンブル（ギター） ９

・

10 

・２部合唱の楽しさ、声によるハーモニーの

美しさを味わう。 
 
 
・旋律とコードによるアンサンブルにおい

て、ギターアンサンブルの楽しさを味わう。

 

第

２

学

期

中

間

考
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○ 

 
 
 
 
○

○

 
 
 
○

 
 
 

第

２

学
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合奏 
 
 
 
鑑賞 

10
・

11
・

12 

・様々な楽器を用いて、クラス全員による合

奏に取り組み、協力する姿勢を身につける。

・合奏の楽しさを味わう。 
 
・１学期の内容に加え、近代・現代の音楽の

理解を深める。 
・ポピュラー音楽の理解を深める。 
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期

期
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○ ○  
 
 
 
○

 
○

第

３

学

期 

グループ研究・発表 

１

・

２

・

３ 

・グループを編成し、歌唱・器楽のどちらか

において研究・発表を行う。聴く姿勢にも注

意を向ける。 

 

学

年

末

考

査 

○ 
 
 
 
 
 

○ ○ ○

【１・２・３学期における課題・提出物等】 
演習プリント・その他プリント課題等 
学期ごとにファイル提出 

【１・２・３学期における評価方法】 
実技試験（授業で取り扱った曲より抜粋）、提出課題、毎時間の授業に取り組む姿勢、出席状況などを総合的に評価する。 

 


